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群分離技術の開発： 使用済み燃料の再処理によって発生する高レベル放射

性廃棄物に含まれる長半減期の核種や発熱の大きい核種などを分離し、それぞ

れを別に管理し処分することで高レベル放射性廃棄物の処分の安全性や経済性

を高めようとする技術の開発である。

群分離研究の開始： 昭和48年(1973)発行「放射能クローズドシステムの

構想」(日本原子力産業会議「核分裂生成物等総合対策懇談会」）の報告

書が契機となって（旧）日本原子力研究所で昭和48年ごろから開始され

た。
国際的な提案： 平成元年(1989)には、我が国の提案でOECD(経済協力

開発機構) /NEA(原子力機構）において群分離・消滅処理情報交換会議

が発足して以来、現在では国際的な取り組みとなっている。
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離プロセス原研で開発された4群群分離プロセス
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湿 式 法 に よ る 再 処 理 及 び 核 種 分 離 の 流 れ 系 統 比 較
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Am,Cm+RE 分離用抽出剤の比較



S r お よ び C s 分 離 用 吸 着 剤 の 開 発
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「それぞれの国における地理的、地質的条件あるいは、人口密度、経済

規模などの諸条件が核分裂生成物対策としての利用開発あるいは処理

処分方法の選択をかなりな程度左右することは否めないにしても、地球

環境を保全するという基本理念の下で作成された本懇談会の報告は、今

後の放射性廃棄物問題の検討に新たなビジョンを提供するものと確信し

ている。」 (昭和48年5月核分裂生成物等総合対策懇談会）


